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はじめに 
 

 

この年報は、土岐市の消防の現況と平成２８年中における火災

予防や消防活動のあらましを集録し、消防行政に対して広く皆様

の理解を得るために編集しました。 
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消防情勢    
 

 

土 岐 消 防 の 歩 み  
 
 ■ ■ ■ 

 

明治   

１３年  ６月  土岐郡浅野村（現肥田町浅野）青年消防組を結成 

１４年   土岐郡肥田村中肥田組を設置 

１６年    〃  上肥田消防組を設置 

２０年   土岐郡駄知村北東部を北組と称し、消防組を組織 

２２年   泉村消防組を創立（久尻村、大富村、定林寺村合併） 

２４年 １０月２８日 濃尾地震被害 

２５年   定林寺消防組（泉村）を組織 

 〃    土岐郡下石村消防組を設置 

２６年   土岐郡駄知村南西部に西消防組を設置 

 〃    土岐郡下石村阿庄部、清水部、神部（山神）各消防組を設置 

２７年  ２月 ９日 消防組規制発令 

２８年  ４月２６日 下石消防組公設許可、総員２９７名、組頭、加藤逸三 

 〃   ５月 ３日 土岐津消防組公設許可 

 〃   ６月２８日 泉村消防組公設許可 

 〃   ７月 ５日 駄知消防組公設許可、総員１２１名、組頭 籠橋休左衛門 

２９年  １月２０日 妻木村上郷部設置 

３６年   土岐郡鶴里村柿野消防組を設置 

３７年   日露戦役に組員多数が動員下命され、非常な減員 

３８年   肥田村消防組を設置（公設）組頭 宮川助九郎 

３９年   柿野消防組（現鶴里町柿野）公設許可 

 〃    肥田村山田房次郎宅落雷にて出火、２名死亡 

４４年   土岐郡東部３ヶ町村総合演習、土岐津町及び浅野にて行う。 

大正   

 ２年   土岐郡曽木村消防組（公設）を設立、３部１２０名、組頭 伊藤階 

 ３年   鉄骨製火の見櫓各所に立ち始める。 

 ６年 １１月  模範優良組員、県知事から表彰される。駄知消防組 正村敬一郎（県 

   表彰の始まり） 

１２年  ９月 １日 関東大震災、中央線土岐津駅（現土岐市駅）にて避難民の慰労に努め 

   る。（９月６～１５日） 

１３年   多治見署管内一斉防火デーを執行 

 〃  １０月  大水のため、肥田川橋流失 

昭和   

 ２年  模範消防組視察に派遣、駄知消防組小頭３名（静岡県小笠原郡山口村） 

 ３年   山東事変 組員多数に動員下命 

１０年   下石少年消防隊を設置、高等科生徒１３０名で組織する。 

１３年   防空演習、講習会（防空、防毒施設、灯火管制実施方法）各地で行わ 

   れる。 

 〃    組員の応召相次ぐ。 

１４年      〃 

 〃   ４月 １日 消防組を警防団とし改称して発足 

１６年   大東亜戦争起こる。 

 〃   ７月１１日 豪雨による大水害（妻木川、肥田川）被害大、肥田全木橋流失 
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１９年 １２月  鉄骨製火の見櫓を金属回収のため供出 

２０年  ８月１５日 大東亜戦争終わる。 

２２年  ４月  国鉄土岐津駅前（現土岐市駅）大火災 

 〃   ４月３０日 警防団を消防団と改称して発足 

 〃  １２月２３日 自治体消防誕生、消防組織法公布 

２６年  ３月  駄知消防団、消防功績者 白石 翁の消防記功碑を建てる。 

３０年  ２月 １日 土岐市誕生、旧８ヶ町村の旧町村名を呼称し、８消防団として発足 

３１年 １１月２０日 消防機構の統合改革について、岐阜県知事に助言を要請 

 〃  １２月２０日 消防機構の統合改革について、岐阜県知事から改革（案）が示される。 

３２年  ４月 １日 改革（案）に基づき、当市消防団を４地区に区分けし、第１地区（土 

   岐津、肥田、泉）第２地区（下石、妻木）第３地区（鶴里、曽木）第 

   ４地区（駄知）として発足 

 〃   ８月 ８日 東濃地方に集中豪雨が襲う、出水にて被害甚大、防ぎょ及び復旧に活躍す 

            る。 

 〃  １１月１８日 西陵中学校火災、全焼 

３３年  ４月２９日 第７回岐阜県消防操法大会が開催され、鶴里分団が３位入賞（美濃加 

   茂市） 

３４年  １月２７日 消防団組織を町別８地区団に改めることを決定 

 〃   ４月 ３日 新編成の８地区団として（町名冠称）発足する。 

 〃   ９月２６日 伊勢湾台風来襲、下石小学校等倒壊。警防復旧に努める。 

３５年  ４月２９日 第９回岐阜県消防操法大会に鶴里地区団と曽木地区消防団が出動、曽 

   木地区消防団が準優勝し、中部７県代表に選ばれる。 

 〃   ８月２０日 上記大会、静岡市にて開催 曽木地区消防団出場 

３６年  ４月 １日 ８地区団を８分団として、土岐市１団に編成。初代団長 塚本真澄 

３７年  ５月１１日 土岐市消防団音楽隊を創設、全市を披露演奏 

３９年  ４月 １日 昭和４０年４月を期して、消防本部・消防署の開設を定め、諸般の事 

   務を開始する。 

 〃   ５月 １日 消防職員予定者を１１名採用、岐阜県消防訓練所へ派遣 

４０年  ４月 １日 土岐市消防本部・消防署と西部・駄知の２分署が発足。職員３６名 

   初代消防長 二宮安徳（市長兼職） 署長 鈴木寛が就任 

  ４月１７日 妻木町山林火災、市有林 3,000 アールを焼く。隣接市町村の応援を 

   受ける。 

４１年  ３月２０日 西部分署庁舎竣工。職員１４名、消防車２台配備 

 〃   ４月 １日 消防相互応援協定締結（多治見市・瑞浪市・土岐郡笠原町） 

 〃  １２月 ６日 救急業務を開始する。土岐ロータリークラブから救急車（ロータリー 

   号）の寄贈を受ける。 

４２年  ５月 ３日 駄知分署庁舎竣工。職員１４名、消防車１台配備 

 〃   ７月 ９日 集中豪雨市内に被害をもたらす。（三共橋流失） 

４３年  ７月２６日 岐阜県総合防災訓練が土岐市において行われる。 

４６年  ４月２９日 第２０回岐阜県消防操法大会が土岐市青年の家にて開催される。 

４７年  ２月 １日 消防相互応援協定締結（御嵩町） 

 〃   ６月１６日 泉中学校火災 

 〃   ７月１３日 東濃地方に集中豪雨襲う、被害大。東濃鉄道土岐川鉄橋が流失 

 〃   ９月２８日 全国消防救助技術大会（東京都豊島園）水平渡りに出場し、入賞する。 

 〃  １１月 １日 第１８回岐阜県消防大会において知事表彰を受ける。（知事旗）土岐 

   市消防団。（県婦人防火クラブ協会長表彰）鶴里町婦人防火クラブ。 

４８年  ９月 ３日 中央自動車道、土岐インターチェンジ開通に伴い、救急業務を担当 

４９年   消防職員定数６３名となる。 

５１年  ３月 ６日 肥田中学校火災 

５５年  ３月 ５日 土岐市消防団、消防庁長官表彰を受ける。 

 〃   ８月 ３日 第２９回岐阜県消防操法大会が揖斐郡谷汲村で開催され、鶴里分団が 

   敢闘賞受賞 
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５７年  ８月 ８日 第３１回岐阜県消防操法大会が羽島市で開催され、鶴里分団が９位入 

   賞 

５８年  ２月 １日 消防相互応援協定締結（可児市長・可茂消防事務組合管理者） 

 〃   ９月１８日 土岐市消防音楽隊２０周年記念演奏会（文化プラザ） 

 〃  １０月 ９日 岐阜県消防協会旗受賞審査検閲（泉西小学校） 

 〃  １１月２６日 （財）自治総合センターから寄贈のハンドマイクを市内自警団に配備 

５９年  ５月２７日 土岐市大規模演習実施 

 〃   ８月 ９日 第３３回岐阜県消防操法大会が古川町で開催され、鶴里分団が９位入 

   賞 

 〃  １０月１０日 救助工作車に照明装置を装備 

６０年 １１月 １日 岐阜県消防らっぱ大会及び競錬会に参加（美濃加茂市） 

 〃  １２月１８日 市内自警団に団旗及び誘導警戒ロープを配備 

６１年  ４月３０日 消防団８分団に投光器８台配備 

 〃   ６月 １日 妻木町日向山地区消防業務覚書締結（多治見市） 

 〃   ６月１０日 市防災行政無線局開局（屋外用子局１１９箇所） 

 〃   ６月１２日 複写機１台（署）優勝旗１旗（団）を土岐市危険物安全協会から寄贈 

６２年  １月 １日 東濃地区消防相互応援協定締結（多治見・瑞浪・恵那・中津川各市長 

   恵南消防組合・恵北消防組合各管理者） 

 〃   １月 １日 県下広域消防相互応援協定東濃ブロック覚書（多治見市・瑞浪市・恵 

那市・中津川市・恵南消防組合・恵北消防組合各消防長） 

 〃   １月１９日 市内の言語障害者に１１９番通報用ファクシミリを設置 

 〃   ８月３０日 防災講演会を実施（文化プラザ） 

６３年  ６月１０日 土岐市危険物安全協会から軽自動車１台寄贈、駄知分署へ配備 

 〃   ８月２６日 第４回全国婦人消防操法大会に岐阜県代表として、鶴里町婦人防火ク 

   ラブが出場（横浜市） 

 〃  １０月 １日 消防業務相互応援協定締結（愛知県藤岡町） 

平成   

 元年  １月１６日 日本自動車協会から救急車１台寄贈、本署へ配備 

 〃   ３月 ６日 消防庁長官表彰旗受賞 

 〃   ３月１０日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、本署へ配備 

 〃   ４月 １日 岐阜県広域消防相互応援協定締結（県下各市町村長） 

 〃   ５月２０日 土岐市危険物安全協会から軽自動車１台寄贈、西部分署へ配備 

 〃   ８月 ６日 第３５回岐阜県消防操法大会が高山市で開催され、下石分団が出場し 

８位入賞 

 〃   ８月１７日 東濃西部相互応援協定に基づき、大規模救急事故訓練を実施。近隣７ 

消防本部の隊員が参加 

 〃   ９月２０日 ９．２０豪雨、台風２２号の接近により東濃一円に大きな被害を出し 

た。当市では、４６０余世帯に被害が出て約１７億９千万の被害を出 

し、災害救助法が適用された。 

 〃  １１月 １日 第１０回岐阜県らっぱ競錬会が土岐市で開催 

 ２年  ６月２９日 土岐市危険物安全協会から軽自動車１台寄贈、本部へ配備 

 〃   ８月１４日 土岐市防災センター及び新消防庁舎起工式 

 〃   ９月 １日 土岐市消防団内閣総理大臣表彰を受賞（平成元年９月の台風２２号に 

よる豪雨災害における水防活動の功績） 

 ３年  １月３１日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、駄知分署へ配備 

 〃   ４月 １日 岐阜県広域消防相互応援協定（県下各市町村長） 

 〃   ５月２３日 第２９回全国消防長会 危険物委員会を当市で開催 

 〃   ８月 ４日 第４０回岐阜県消防操法大会が多治見市で開催され、下石分団が出場 

し８位入賞 

 〃  １１月１３日 土岐市防災センター、消防庁舎竣工式（１５日から業務開始） 

 ４年  １月１３日 水槽付ポンプ自動車１台購入、西部分署へ配備 

 〃   １月２６日 東濃西部相互応援、救助技術訓練を当市で開催 
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 〃   ７月１７日 救急実習練習用モデル、土岐市危険物安全協会から寄贈 

 〃   ８月 ９日 第４１回岐阜県消防操法大会が岐阜市で開催され、肥田分団が出場し 

１０位入賞 

 〃  １１月 １日 岐阜県消防大会、らっぱ競錬会が養老郡上石津町で開催され、東濃地 

区を代表して当市らっぱ隊が出場 

 〃  １１月１３日 消防庁舎竣工１周年記念行事として、消防職・団員作品展示会等、諸 

行事を実施 

 ５年  ８月 １日 第４２回岐阜県消防操法大会が美濃加茂市で開催され、鶴里分団が出 

場し準優勝 

 〃   ８月２６日 岐阜県婦人防火クラブ指導者研修会を文化プラザで開催 

 〃  １０月１２日 救急救命士養成所へ１名派遣、６年３月１８日まで。 

 〃  １１月１３日 消防フェスティバルを本署で開催 

 〃  １１月１４日 土岐市消防団、岐阜県知事竿頭綬を受賞 

 ６年  １月２０日 土岐市危険物安全協会からカメラ３台、救急教材ビデオ６巻寄贈 

 〃   １月２５日 東濃用水配管破裂、東濃３市１町が断水、約６万世帯１２万人に影響 

 〃   ３月１９日 第１回消防音楽フェスティバルが京都市で開催され、土岐市消防音楽 

隊参加 

 〃   ３月２８日 弱者緊急通報システム運用開始 

 〃   ５月 ９日 土岐市危険物安全協会から軽自動車１台寄贈、駄知分署へ配備 

 〃   ９月 ４日 土岐市大規模防災訓練渇水のため中止 

 〃  １１月 ５日 消防フェスティバル及び防災講演会を開催 

 〃  １２月  小型動力ポンプ付水槽車１台購入、本署へ配備 

 ７年 ２月７～１１日 兵庫県南部地震の余震に係る火災対策支援第１次として職員３名、水 

槽車１台派遣 

 〃  ２月１５～１９日 兵庫県南部地震の余震に係る火災対策支援第３次として職員３名、水 

槽車１台派遣 

 〃   ４月 １日 高規格救急車（ハイメディックとき）救命士１名で運用を開始 

 〃   ４月 １日 防災係が消防本部に移され、業務を開始する。 

 〃   ８月 ６日 第４４回岐阜県消防操法大会が大垣市で開催され、曽木分団が出場し、 

５位に入賞 

 〃  １０月 ５日 救急救命士東京研修所へ 1名派遣、８年３月１５日まで 

 〃  １１月１２日 消防フェスティバル及び防災講演会を開催 

 ８年  ８月 ４日 第４５回岐阜県消防操法大会が中津川市で開催され、下石分団が出場 

し、５位に入賞 

〃  ８月２２日 社団法人 日本損害保険協会から救助工作車１台寄贈、本署へ配備 

 〃   ９月１７日 救急救命士名古屋研修所へ 1名派遣、９年３月１８日まで 

 〃  １０月 １日 土岐市危険物安全協会から職員用剣道防具１６組寄贈 

 〃  １０月 ２日 土岐市ライオンズクラブから防災指揮車１台寄贈、本部へ配備 

 〃  １１月 ６日 消防フェスティバル及び防災講演会を開催 

 ９年  ２月 ４日 地震に関する防災講演会を土岐市防災センターで開催 

 〃   ４月 ７日 災害時の応援に関する協定を静岡県焼津市と土岐市で締結 

 〃   ６月 ３日 土岐市危険物安全協会から水防用自動車１台寄贈、西部分署へ配備 

 〃   ８月 ３日 第４６回岐阜県消防操法大会が各務原市で開催され、駄知分団が出場 

し、５位に入賞 

 〃   ９月 １日 緊急応援生活物資供給の協定を市内の大型小売店３社と締結 

 〃  １０月 ５日 消防団活性化事業の一環として、消防団レインボーブリッジパーティ 

を愛知県安城市で開催 

 〃  １１月 ８日 消防フェスティバルを開催 

 〃  １１月２１日 消防用高所作業車１台購入、本署へ配備 

１０年  ４月 １日 消防相互応援協定締結（愛知県瀬戸市） 

 〃   ４月 １日 岐阜県防災航空隊へ職員１名派遣  １２年３月３１日まで 

 〃   ４月 ７日 救急救命士九州研修所へ１名派遣、１０年９月１７日まで 
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 〃   ４月１４日 南消防署進入路まとい橋竣工 

 〃   ６月１１日 土岐市危険物安全協会から査察指導車１台寄贈、消防本部へ配備 

 〃   ９月 １日 消防相互応援協定締結（愛知県豊田市） 

 〃  １０月７・８日 岐阜県緊急消防援助隊訓練（可児市）に参加 

 〃  １０月２８日 可搬式消火装置積載自動二輪車（赤バイ）１台購入、北消防署へ配備 

 〃  １１月 ６日 土岐市織部ライオンズクラブから指揮車１台寄贈、消防本部へ配備 

 〃  １１月１５日 消防フェスティバルを浅野緑地で開催 

 〃  １２月１５日 化学消防ポンプ自動車１台購入、北消防署へ配備 

１１年  ３月２４日 南消防署・南防災センター竣工式 ４月１日から業務開始 

 〃   ４月 １日 土岐市地域消防防災活動協力員６９名を委嘱、活動開始 

 〃   ６月３０日 市内各地で大雨による水害が発生 

 〃   ８月 １日 第４８回岐阜県消防操法大会が上宝村で開催され、肥田分団が出場し 

優秀賞 

 〃  １１月１３日 消防フェスティバルを浅野緑地で開催 

 〃  １２月１７日 高規格救急車１台購入、南消防署へ配備 

 〃  １２月２２日 電源照明付全自動小型動力ポンプ積載車１台を妻木分団に配備 

 〃  １２月３１日 コンピュータ２０００年問題に対応するため職員、消防団員が警戒体 

制をとる。 

１２年  ３月 ５日 第１回春季火災予防剣道大会を開催 

 〃   ４月１７日 市議会議員災害危険箇所を岐阜県防災ヘリコプターにて視察 

 〃   ４月２１日 岐阜県防災航空隊、土岐市立総合病院、消防署合同救急搬送訓練を実施 

 〃   ５月１４日 応急手当の重要性を広くひろめるためのボランティア団体である  

   『レスキューハート・土岐』を設立 

 〃   ６月２０日 市内の工場にて放射性物質（モナザイト）が検出される。 

 〃   ７月３０日 第４９回岐阜県消防操法大会が養老町で開催され、鶴里分団が出場し 

敢闘賞 

 〃   ９月１１日 市内各地で大雨による水害が発生 

 〃  １０月 ５日 救急救命士九州研修所へ 1名派遣、１３年３月２６日まで 

 〃  １１月１２日 消防フェスティバルを開催 

１３年  １月３１日 消防ポンプ自動車１台購入、南消防署へ配備 

 〃   ３月 ４日 第２回春季火災予防剣道大会を開催 

 〃   ３月１８日 南消防署濃南分駐所竣工式。４月１日から業務開始（昼間のみ） 

 〃   ４月 １日 女性消防隊を３８名で編成 

 〃   ５月２０日 第２３回土岐市消防操法大会を駄知小学校で開催 

 〃   ８月 ５日 第５０回岐阜県消防操法大会が瑞浪市で開催され、泉分団が出場し敢 

   闘賞 

 〃  １０月 １日 女性消防隊を「ききょう分団」と改名 

 〃  １０月２４日 岐阜県緊急援助隊訓練に参加（各務原市） 

 〃  １１月１１日 消防フェスティバルを開催 

１４年  １月２４日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、北消防署へ配備 

 〃   ２月２７日 豊田市消防本部・土岐市南消防署合同訓練を鶴里町で実施 

 〃   ３月 ２日 第３回春季火災予防剣道大会を開催 

 〃   ４月 ８日 救急救命士東京研修所へ 1名派遣、１４年９月３０日まで 

 〃   ９月 １日 東海地震想定岐阜県総合防災演習を下石小学校で開催 

 〃   ９月１３日 土岐市ライオンズクラブ記念事業として事務連絡車（ダイハツネイキ 

ッド）の寄付を受ける。 

 〃  １１月１０日 消防フェスティバルを開催 

１５年  ２月１９日 岐阜県消防長会東濃地区意見発表会を市文化プラザで開催 

 〃   ２月２１日 土岐市危険物安全協会から事務連絡車（トヨタプリウス）１台寄贈、 

   消防本部へ配備 

 〃   ３月２５日 泉分団中核拠点施設竣工 

 〃   ４月 １日 岐阜県防災航空隊へ職員を派遣 １７年３月３１日まで 
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 〃  １１月１６日 消防フェスティバルを開催 

１６年  ５月２３日 市制５０周年第２４回土岐市消防操法大会を土岐市総合公園で開催 

 〃   ８月 １日 第５３回岐阜県消防操法大会が下呂市で開催され、駄知分団が出場し 

優良賞 

 〃  １０月 ６日 第９回岐阜県緊急消防援助隊東濃ブロック訓練を土岐市で開催 

 〃  １１月１４日 消防フェスティバルを開催 

 〃  １２月２５日 駄知分団中核拠点施設竣工 

１７年  ３月２９日 消防相互応援協定締結（愛知県豊田市・瀬戸市 多治見市・可茂消防 

事務組合・中濃消防組合各消防長） 

 〃   ６月２９日 土岐市で初めて現場で気管挿管が可能な救急救命士が誕生 

 〃   ８月 ７日 第５４回岐阜県消防操法大会が不破郡垂井町で開催され、下石分団が 

出場し優良賞 

 〃  １１月１３日 消防フェスティバルを開催 

 〃  １２月２０日 高規格救急車１台購入、南消防署へ配備 

１８年  １月３１日 東海環状自動車道消防訓練（豊田市） 

 〃   ５月２８日 第２５回土岐市消防操法大会 市総合公園多目的広場で開催 

 〃   ８月 ６日 第５５回岐阜県消防操法大会が市総合公園で開催され、肥田分団が出 

場し優秀賞 

 〃  １０月１８日 土岐市で初めて現場で薬剤（エピネフリン）を投与できる救命士が 

誕生 

 〃  １１月１２日 消防フェスティバルを開催 

１９年  １月３１日 東海環状自動車道消防訓練（豊田市） 

 〃   ３月３１日 妻木分団中核拠点施設竣工 

 〃   ４月 ３日 土岐津分団中核拠点施設竣工 

 〃  ８月 ５日 第５６回岐阜県消防操法大会が羽島郡笠松町で開催され、妻木分団が出場 

   し優良賞 

 〃  １１月 ６日 岐阜県消防緊急援助隊訓練（土岐市） 

 〃  １２月１９日 東濃地区消防相互応援協定(多治見市・瑞浪市・恵那市・中津川市各市長) 

２０年  ３月 ７日 自治体消防６０周年記念式典（日本武道館） 

 〃   ８月 ３日 第５７回岐阜県消防操法大会が加茂郡富加町にて開催され、泉分団が出場 

   し敢闘賞 

 〃  １０月 １日 土岐市織部ライオンズクラブから資機材搬送車１台・ＡＥＤ２台寄贈、 

   消防本部へ配備 

２１年  ３月２０日 下石分団中核拠点施設竣工 

 〃   ４月 １日 鶴里分団と曽木分団を統合し、濃南分団として再編 

 〃   ５月２４日 第１７回土岐市消防団団長閲団、友の会から団長閲団用表彰旗寄贈 

 〃   ８月３０日 土岐市総合防災訓練（土岐津小学校） 

 〃  ９月 ２日 照明付小型ポンプ積載車を土岐津分団・下石分団へ配備 

 〃  １１月  消防団マニュアル作成 

 〃  １２月 ６日 肥田分団中核拠点施設竣工 

２２年  １月 ５日 土岐市危険物安全協会から指揮車（プロボックス）寄贈式、南消防署へ配 

   備 

 〃   ３月 ８日 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車１台購入、南消防署へ配備 

 〃   ４月 １日 土岐市機能別分団を新編成 

 〃    〃  ききょう分団を各分団付けとし、ききょう班を配備 

 〃   ５月２３日 第１８回土岐市消防団団長閲団 

 〃  ６月１４日 行幸啓の警備 

 〃  ７月２７日 高規格救急車１台購入、北消防署へ配備 

 〃   ８月 １日 第５９回岐阜県消防操法大会が揖斐川町にて開催され、土岐津分団が出場 

   し敢闘賞 

 〃   ８月２９日 土岐市総合防災訓練（妻木小学校） 

 〃   ９月 ３日  電源照明付小型動力ポンプ積載車を駄知分団へ配備 
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 〃 １０月１０日 第６回消防音楽フェスティバル（奈良市）土岐市消防音楽隊参加 

〃  １１月  ７日  北部方面隊火災防ぎょ訓練（土岐市定林寺湖） 

２３年 ２月 ９日 岐阜県ドクターヘリ運用開始 

 〃  ２月１１日 全国消防団シンポジウム（恵那市） 

 〃 ３月１１～１４日 緊急消防援助隊により県隊１次、消防隊５名が水槽付消防ポンプ自動 

          車１台で福島県新地町へ出向 

 〃 ３月１３～１８日 緊急消防援助隊により県隊２次、消防隊５名が水槽付消防ポンプ自動 

          車１台で福島県新地町へ出向 

 〃 ３月２８日～４月１日 緊急消防援助隊により県隊７次、救急隊３名が救急車で福島県新地町 

          へ出向 

 〃  ８月 ７日 第６０回岐阜県消防操法大会が恵那市で開催され、駄知分団が出場し 

          敢闘賞 

 〃  ８月２８日 土岐市総合防災訓練（泉中学校） 

 〃  ９月２９日 東海環状自動車道連絡協議会集団災害合同訓練（瀬戸市） 

 〃 １２月 ７日 災害対応特殊救急自動車を南消防署へ配備 

２４年 １月 ８日 土岐市消防出初式 

 〃  １月２６日 文化財防火デー訓練（清安寺） 

 〃  ２月 ９日 東濃地区消防職員意見発表会（恵那市） 

 〃  ４月 １日 高機能消防指令センター（２３年度事業） ２４年度から運用開始 

 〃  ５月２０日 第１９回土岐市消防団団長閲団（浅野緑地公園） 

 〃  ５月２２日 マグネシウム工場火災（曽木町） 

 〃  ７月１５日 東濃地区消防操法合同研修会（瑞浪市） 

 〃   ８月 １日 救急救命士の処置範囲に係る実証研究（２５年１月３１日終了） 

 〃  ８月 ５日 第６１回岐阜県消防操法大会が羽島市で開催され、下石分団が出場し 

          敢闘賞 

 〃 １０月１０日 岐阜県警防技術発表会（岐阜県消防学校） 

 〃 １１月１４日 岐阜県緊急援助隊訓練参加（海津市） 

 〃 １１月２６日 多数傷病者対応訓練実施（土岐ヶ丘町） 

 〃 １２月２８～３０日 年末特別警戒巡視 

２５年 １月 ６日 土岐市消防出初式 

 〃  １月２２日 文化財防火デー訓練（八幡神社） 

 〃  ２月 １日 東濃地区消防職員意見発表会（瑞浪市） 

 〃  ３月１７日 春季火災予防運動訓練（土岐河原一帯） 

 〃  ３月１８日 水槽付消防ポンプ自動車を北消防署に配備 

 〃  ５月 ７日 林野火災（泉町河合）市内全消防団員出動 

 〃  ５月２６日 土岐市消防操法大会（土岐市総合公園） 

 〃   ７月２４日 消防救助技術東海地区指導会（三重県消防学校） 

 〃  ８月 ４日 第 62 回岐阜県消防操法大会が可児市で開催され、肥田分団が出場し優良賞 

〃  ９月 ２日 救急救命士東京研修所へ１名派遣、２６年３月１０日まで 

 〃 １０月１０日 岐阜県警防技術発表会（岐阜県消防学校） 

 〃 １０月２１日 建物火災（泉町久尻）泉分団・土岐津分団・肥田分団出動 

 〃 １１月 ３日 北部方面隊秋季火災予防運動訓練（土岐河原） 

 〃 １１月 ５日 岐阜県緊急消防援助隊訓練参加（瑞浪市） 

 〃 １１月 ９日 南部方面隊秋季火災予防運動訓練（西陵中学校第 2グラウンド） 

〃 １２月２８～３０日 年末特別警戒巡視（市内全域） 

２６年 １月１２日 土岐市消防出初式 

 〃  １月２４日 文化財防火デー火災防ぎょ訓練（南宮神社） 

 〃  ２月１３日 土岐市危険物安全協会から事務連絡者（トヨタ プリウス）１台寄贈 

 〃  ４月２７日 土岐市消防団図上訓練（北・南署） 

 〃  ５月２５日 第２０回土岐市消防団団長閲団（浅野緑地公園） 

 〃  ６月 ５日 危険物施設火災防ぎょ訓練（土岐自動車学校） 

 〃   ６月 ８日 土岐市消防団水防訓練（土岐川） 
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 〃  ７月３０日 救助技術東海地区指導会（三重県消防学校） 

 〃  ８月 ３日 第 63 回岐阜県消防操法大会が白川村で開催され、妻木分団が出場し優良賞 

〃  ８月１８日 救急救命士名古屋研修所へ１名派遣、２７年３月９日まで 

 〃  ９月１７日 ＮＥＸＣＯとの交通事故合同訓練（土岐南多治見ＩＣ） 

  〃    ９月１９日 小型動力ポンプ付積載車を下石分団、肥田分団へ配備 

 〃 １０月２６日 土岐市消防団ＳＫＹＴ訓練実施（南署） 

 〃 １２月 ８日 消防ポンプ自動車を北消防署に配備 

 〃 １１月１６日 北部方面隊秋季火災予防運動に係る火災防ぎょ訓練（土岐川） 

〃 １２月２８～３０日 年末特別警戒巡視（市内全域） 

２７年 １月１１日 土岐市消防出初式 

 〃  １月２３日 文化財防火デー火災防ぎょ訓練（鶴里町八王子神社） 

 〃  ２月 ４日 東濃地区消防職員意見発表会（多治見市） 

 〃  ３月１３日 救助工作車を北消防署に配備 

 〃  ５月２９日 第２９回 土岐市消防操法大会（土岐市総合公園） 

 〃  ７月２９日 救助技術東海地区指導会（三重県消防学校） 

 〃  ８月 ２日 第６４回岐阜県消防操法大会が海津市で開催され、泉分団が出場し、敢闘賞 

〃  ８月２４日 救急救命士名古屋研修所へ１名派遣、２８年３月１４日まで 

 〃 １０月１９日 高圧ガス推進保安週間訓練（下石町 新日本ガス 東濃支店） 

 〃 １０月２５日 東濃西部消防団安全運転講習会（土岐市） 

 〃 １２月 １日 デジタル無線運用開始 

〃 １２月１７日 小型動力ポンプ付積載車を妻木分団、濃南分団へ配備 

 〃 １２月２８～３０日  年末特別夜警 

 

 

 

 

平成２８年の主な事業 
 
 ■ ■ ■ 

 

２８年 １月１０日 土岐市消防出初式 

 〃  １月２６日 文化財防火デー火災防ぎょ訓練（泉町白山神社） 

 〃  ２月 １日 災害対応特殊救急自動車を北消防署へ配備 

 〃  ２月 ４日 東濃地区消防職員意見発表会（中津川市） 

 〃  ３月 ６日 土岐市消防団春季火災予防運動訓練（土岐河原） 

 〃  ３月２７日 土岐市消防団入退団式 

 〃  ５月２９日 第３０回 土岐市消防操法大会・第２１回土岐市団長閲団（土岐市総合公園） 

 〃  ６月１２日 土岐市消防団水防訓練（土岐川） 

 〃  ６月２１日 危険物施設火災防ぎょ訓練（豊生ブレーキ 荒天のため中止） 

 〃  ７月２６日 救助技術東海地区指導会（三重県消防学校） 

 〃  ８月 ７日 第６５回岐阜県消防操法大会が多治見市で開催され、妻木分団が出場し優良         

賞 

〃  ８月２４日 救急救命士名古屋研修所へ１名派遣、２９年３月１３日まで 

 〃 １０月２１日 小型動力ポンプ付積載車を濃南分団、駄知分団へ配備 

 〃 １０月２７日 高圧ガス推進保安週間訓練（土岐津町 ロジトライ中部株式会社 東濃事務所） 

 〃 １１月 ６日 土岐市消防団Ｓ－ＫＹＴ研修（北防災センター） 

 〃 １２月２８～３０日  年末特別夜警 
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土岐市消防本部・消防署組織機構図 
 
 ■ ■ ■ 

 

平成２９年４月１日現在   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

市

 
 

 

長

 

次

 
 

 

長

 
 

消

 

防

 

長

 

 

北
消
防
署
長

 

副
署
長

 

通
信
室
長

 

庶務係

査察指導係 

救急係 

警防救助係 

通信係 

【
北
消
防
署
】

 

 

【
予
防
課
】

 

予
防
課
長

 （兼） 

課
長
補
佐

 
予防係 

危険物係 

警
防
課
長

 

課
長
補
佐

 

警防係 

【
警
防
課
】

 

兼
濃
南
分
駐
所
長

 

南
消
防
署
長

 

副
署
長

 

庶務係

査察指導係 

救急係 

警防救助係 
 

【
南
消
防
署
】

 

課
長
補
佐

 

庶務係 

【
消
防
総
務
課
】

 

 

消
防
総
務
課
長

 

（兼） 
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事 務 分 掌  
 
 ■ ■ ■ 

 

消防総務課  

《庶務係》 
① 消防の企画及び調整に関すること。 

② 消防職員の人事、服務、研修、福利厚生及

び衛生管理に関すること。 

③ 公印の保管に関すること。 

④ 予算及び経理に関すること。 

⑤ 備品等の保管に関すること。 

⑥ 文書の収受、配布、発送及び保管に関する

こと。 

⑦ 儀式及び消防表彰に関すること。 

⑧ 消防庁舎用の土地、施設及び設備に関する

こと。 

⑨ 土岐市防災センター、土岐市消防センター

及び土岐市消防多目的対応施設に関するこ

と。 

⑩ 消防職員委員会に関すること。 

⑪ 消防賞じゅつ金に関すること。 

⑫ 消防職員及び消防団員の公務災害補償に関

すること。 

⑬ 消防職員及び消防団員の被服に関するこ

と。 

⑭ 消防団員の報酬、退職報償金等に関するこ

と。 

⑮ 他の課及び消防署の分掌に属さないこと。 

 

 

予 防 課  

《予防係》 

① 火災の予防及び広報に関すること｡ 

② 火災の原因調査に関すること｡ 

③ 消防同意に関すること｡ 

④ 消防用設備等の設置指導及び検査に関する

こと｡ 

⑤ 防火管理者の育成及び指導に関すること。 

⑥ 土岐市火災予防条例（昭和36年土岐市条例

第 18号）に関すること。 

⑦ その他火災予防に関すること。 

 

《危険物係》 
① 危険物の安全管理及び災害予防に関するこ

と｡ 

② 危険物の規制に関すること｡ 

③ 危険物の災害調査に関すること。 

④ 危険物統計に関すること。 

⑤ 危険物安全協会に関すること。 

 ⑥ 火薬類取締法（昭和 25年法律第149 号）に

関すること。 

⑦ 高圧ガス保安法（昭和 26年法律第 204 号）

に関すること。 

⑧ ガス事業法（昭和 29 年法律第 51 号）（ガ

ス用品の販売事業者に関する一部の事務に

限る。）に関すること。 

⑨ 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正

化に関する法律（昭和 42年法律第 149 号）

に関すること。 

⑩ その他危険物に関すること。 

 

 

警 防 課  

《警防係》 

① 消防計画に関すること｡ 

② 火災その他災害の警戒及び防ぎょに関する

こと｡ 

③ 消防車両及び機械器具の整備に関するこ

と。 

④ 防火水槽及び消火栓の設置及び管理に関す

ること。 

⑤ 緊急消防援助隊に関すること。 

⑥ 消防訓練に関すること。 

⑦ 消防相互応援協定に関すること。 

⑧ 消防団の組織、人事及び運営に関すること。 

⑨ 消防団員の教養訓練に関すること｡ 

⑩ 消防団の会議及び行事に関すること。 

⑪ 消防団施設用の土地、施設及び設備に関す

ること。 

⑫ 消防協会に関すること。 

⑬ 救急計画に関すること。 

⑭ 救急隊員（救急救命士含む）の研修、実習、

指導及び訓練に関すること。 

⑮ 医療機関及び関係機関との連絡調整に関す

ること。 

⑯ 救助業務に関すること。 
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消 防 署 （北・南消防署） 

《庶務係》 
① 消防本部と消防署との連絡調整に関するこ

と。 

② 消防署員（以下「署員」という。）の勤務、

規律、教養及び福利厚生に関すること。 

③ 公印の保管に関すること。 

④ 備品等の保管に関すること。 

⑤ 文書の保管に関すること。 

⑥ 消防庁舎の維持管理に関すること。 

⑦ 自主防災組織等の育成及び指導に関するこ

と。 

⑧ 消防本部から命ぜられた事項に関すること。

⑨ 他の係の分掌に属さないこと。 
 

 

《警防救助係》 
① 火災その他災害の防ぎょに関すること。 

② 消防車両及び機械器具の点検及び維持管理

に関すること。 

③ 消防地水利に関すること。 

④ 資機材の整備、点検及び維持管理に関する

こと。 

⑤ 署員の教養訓練に関すること。 

⑥ 消防団に関すること。 

⑦ 救助業務に関すること。 

⑧ 救助統計に関すること。 

⑨ 消防本部から命ぜられた事項に関すること。

 

 

《救急係》 

① 救急業務に関すること。 

② 消防車両及び機械器具の点検及び維持管理

に関すること。 

③ 資機材の整備、点検及び維持管理に関するこ

と。 

④ 署員の教養訓練に関すること。 

⑤ 応急手当の普及啓発に関すること。 

⑥ 救急統計に関すること。 

⑦ 消防本部から命ぜられた事項に関すること。 

 

 

                                                             

 

《査察指導係》 
① 火災の予防に関すること｡ 

② 火災の原因及び損害の調査報告に関するこ

と｡ 

③ り災証明に関すること。 

④ 防火対象物の立入検査と台帳管理に関する

こと。 

⑤ 土岐市火災予防条例（昭和36年土岐市条例

第 18号）に規程する届出等に関すること。 

⑥ 予防統計に関すること。 

⑦ 危険物施設の立入検査と台帳管理に関する

こと。 

⑧ 工業用液化石油ガス施設の立入検査と台帳

管理に関すること。 

⑨ 消防本部から命ぜられた事項に関すること。 

 

 

《通信係》（北消防署に限る） 
① 消防通信の運用に関すること。 

② 消防通信機器の整備及び維持管理に関する

こと。 

③ 気象情報及び各種警報に関すること。 

④ 消防統計の総括に関すること。 

⑤ 災害等の受付及び出動指令に関すること。 

⑥ 災害時の関係機関への連絡及び出動要請に

関すること。 

⑦ その他通信業務に関すること。 
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消 防 予 算 の 概 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

（単位千円） 

区分 

 
年度 

市一般会計 

消 防 費 
一般会計 

との比率 
 

常備 

消防費 

非常備 

消防費 

消防 

施設費 
水防費 防災費 

25 20,837,000 741,468 502,535 60,182 42,963 98,780 37,008 3.6％ 

26 21,632,000 1,312,672 534,887 78,807 552,039 116,349 30,590 6.1％ 

27 20,674,000 1,038,208 553,053 72,537 228,040 152,951 31,624 5.0％ 

28 20,841,000 795,353 567,475 95,381 66,674 26,309 39,514 3.8％ 

29 23,477,000 853,921 590,167 70,607 156,559 7,488 29,100 3.6％ 

 

 

年齢別及び階級別消防吏員数 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

    階級別 

 

満年齢   

消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 小 計 

20 歳未満        

20 歳以上 25歳未満      2 2 

25 歳以上 30歳未満    2 4 1 7 

30 歳以上 35歳未満    21   21 

35 歳以上 40歳未満   12 7   19 

40 歳以上 45歳未満  2 8    10 

45 歳以上 50歳未満  5     5 

50 歳以上 55歳未満  4     4 

55 歳以上 1 1     2 

合   計 1 12 20 30 4 3 70 

平均年齢 57.0 歳 49.3 歳 39.3 歳 33.1 歳 26.5 歳 23.7 歳 37.2 歳

平 均 年 齢 .......................... ３７.２歳 
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消 防 吏 員 の 現 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

階 

級 

別 

区  分 

消
防
司
令
長

 

消
防
司
令

 

消
防
司
令
補

 

消
防
士
長

 

消
防
副
士
長

 

消
防
士

 
合

 

計

 

消
防
本
部

 

消 防 長 1      1 

次 長  1     1 

消
防
総
務
課

 

課 長  (1)     (1) 

課長補佐  1     1 

庶務係   1    1 

岐阜県派遣   1    1 

予
防
課

 

課 長 (1)      (1) 

課長補佐  1     1 

予防係  (1)     (1) 

危険物係   1    1 

警
防
課

 

課 長  1     1 

課長補佐  1     1 

警防係   1    1 

北
消
防
署

 

署 長  1     1 

副 署 長  2     2 

庶 務 係  (1)  1 1  2(1) 

査察指導係   3 7(2）   10(2） 

救 急 係   3 3(3） 1 1 8(3） 

警防救助係   1 6   7 

通 信 係  1 2 (2) (2)  3(4) 

南
消
防
署

 

署 長  1     1 

副 署 長  2     2 

庶 務 係   1 1 (2) (2) 2(4) 

査察指導係   3 4 1 2 10 

救 急 係  (1) 1 5(1)   6(2) 

警防救助係   2 3 1  6 

岐阜県消防学校入校       0 

 1(1) 12(4) 20 30(8) 4(4) 3(2) 70(19) 

※（ ）内は兼任 
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在職年数別消防吏員数 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

5年未満 
5年以上 

10 年未満 

10 年以上 

15 年未満 

15 年以上 

20 年未満 

20 年以上 

25 年未満 

25 年以上 

30 年未満 
30 年以上 計 

6 19 18 10 6 5 6 70 

平均在職年数 １４．２年 

 

職員技術資格取得状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

 

階  

級  

区  分 

 

消
防
司
令
長

 
消

防

司

令

 

消
防
司
令
補

 

消

防

士

長

 

消
防
副
士
長

 

消

防

士

 

合

計

 

自動車運転 

大 型  8 19 26 4 1 58 

自動二輪 1 10 8 8   27 

陸上無線技師 

第２級 1 5 2    8 

第３級  5 18 30 4 3 60 

小型船舶操縦士 湖川小出力 1 3 6 1   11 

技
能
講
習

 
移動式クレーン操作 1 6 13 11 2  33 

ガス溶接技師 1 1   1  3 

足場組立作業主任者        

玉掛け技師 1 7 15 12 1 1 37 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者  8 7 2   17 

高所作業車運転技能 1 4 12 12   29 

救急救命士 1 5 4 10 1 1 22 

丙種高圧ガス取扱主任者 
 

2     2 
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消 防 団    
 

 

消 防 団 の 組 織 図  
 
 ■ ■ ■ 

 

 

土岐市消防団は､昭和３６年４月１日土岐市１団８分団に組織を改編し､翌３７年５月１１日に

消防音楽隊を創設､平成２１年４月１日、鶴里分団と曽木分団を統合し、濃南分団として再編、平

成２２年４月１日に機能別分団を新編成し現在に至っています｡ 

平成２９年４月１日現在 

 
  

南
部
方
面
隊

 

北
部
方
面
隊

 

市

 
 

 

長

 

副
団
長

 

本
部
長

 

土岐津分団 

肥田分団 

泉分団 

団

 
 

長

 

副
団
長

 

本
部
長

 

下石分団 

妻木分団 

駄知分団 
本
部
長

 

濃南分団 

音楽隊 

機能別分団 

副
団
長

 

本
部
長

 

統
括
副
団
長
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年齢別及び階級別消防団員数 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

 

階級別 

満年齢 

団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 小 計 

20 歳未満       1 1 

20 歳以上 25歳未満       36 36 

25 歳以上 30歳未満      6 91 97 

30 歳以上 35歳未満      18 109 127 

35 歳以上 40歳未満     2 17 59 78 

40 歳以上 45歳未満    1 13 3 22 39 

45 歳以上 50歳未満    4 5 3 26 38 

50 歳以上 55歳未満   8 6 2 6 17 39 

55 歳以上 1 4 6 4 1 2 11 29 

合    計 1 4 14 15 23 55 372 484 

 

 

在職年数別消防団員数 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

5年未満 
5年以上 

10 年未満 

10 年以上 

15 年未満 

15 年以上 

20 年未満 

20 年以上 

25 年未満 

25 年以上 

30 年未満 
30 年以上 計 

213 165 82 16 4 2 2 484 
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消 防 団 出 動 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日） 

 

 

消防ポンプ自動車等の現有数(消防団) 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年４月１日現在） 

消防ポンプ自動車 

（Ｂ－１以上） 

小型動力ポンプ付 

積載車 
合  計 

7 20 

(7) 

27 

( )内数は、照明電源付積載車 

 

消 防 音 楽 隊  
 
 ■ ■ ■ 

 

土岐市消防音楽隊は､昭和３７年に創立して以来５５年の実績を有しています｡ 

消防音楽隊は演奏をとおして市民と消防の架け橋としての役割を演じており､防火思想の普及

と高揚に努めています｡ 

 

 
 

種
別

 

火
災

 

風
水
害
等
の

 

災
害

 

演
習
訓
練
等

 

救
急

 

救
助
活
動

 

広
報
指
導

 

警
防
調
査

 

火
災
調
査

 

特
別
警
戒

 

捜
索

 

予
防
査
察

 

誤
報
等

 
そ
の
他

 

合
計

 

出
動
回
数

 

10 1 170   41   3    32 257 

出
動
人
員

 

415 194 8,609   777   637    447 11,079 
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消 防 団 中 核 拠 点 施 設  
 
 ■ ■ ■ 

 

(1)地域の消防防災拠点として消防団活動施設の整備を図る 

(2)自主防災組織の活性化を図るとともに消防団との連携を図る 

(3)地域における防災意識の啓発を図る 

これらの目的をもって整備されました。 

 

泉分団中核拠点施設 

 

駄知分団中核拠点施設 

 

妻木分団中核拠点施設 

 

土岐津分団中核拠点施設 

 

下石分団中核拠点施設 

 

肥田分団中核拠点施設 
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消防情勢    
 

 

消 防 車 両 の 配 置 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

（平成２９年４月１日現在） 

区分 名     称 登録番号 登録年月 車 名 

消
防
本
部

 

指令車 岐阜 800 せ 24-22 平成 12 年 3 月 トヨタ 

防災指導車 岐阜 51 か 49-65 平成 12 年 4 月  ﾀﾞｲﾊﾂ 

その他 岐阜 302 す 55-78 平成 26 年 1 月  トヨタ 

その他 岐阜 88 ろ 75-35 平成 10 年 11 月  トヨタ 

その他 岐阜 41 ぬ 29-99 平成 10 年 9 月  スバル 

北
消
防
署

 

消防ポンプ自動車 岐阜 830 は 20-14 平成 26 年 12 月  日 野 

小型動力ポンプ付水槽車 10 ﾄﾝ 岐阜 88 ひ 14-24 平成 5 年 11 月  日 野 

水槽付消防ポンプ自動車 岐阜 830 す 20-13 平成 25 年  3 月 日 野 

高所作業車 岐阜 88 ひ 20-68 平成 9 年 11 月  イスズ 

救助工作車 岐阜 830 ち 20-15 平成 27 年 3 月  日 野 

救急車（高規格救急車） 岐阜 800 せ 27-98 平成 22 年 7 月  トヨタ 

救急車（高規格救急車） 岐阜 830 す 20-16 平成 28 年 1 月  トヨタ 

資機材搬送車 岐阜 11 め 24-44 平成 2 年 10 月  日 野 

現場指揮車 岐阜 830 せ 20-17 平成 29 年 3 月 トヨタ 

軽資機材搬送車 岐阜 880 あ 525 平成 20 年 9 月 三 菱 

南
消
防
署

 

消防ポンプ自動車 岐阜 800 さ 51-05 平成 13 年 1 月  三 菱 

化学消防ポンプ自動車 岐阜 88 ろ 78-85 平成 10 年 12 月  三 菱 

水槽付消防ポンプ自動車 岐阜 800 は 360 平成 14 年  1 月  三 菱 

水槽付消防ポンプ自動車 岐阜 800 は 17-30 平成 22 年 2 月  日 野 

救急車（高規格救急車） 岐阜 832 に 119 平成 23 年 2 月  トヨタ 

救急車（高規格救急車） 岐阜 800 す 56-10 平成 17 年 12 月 トヨタ 

査察車 岐阜 830 つ 20-14 平成 26 年 9 月  トヨタ 

指揮車 岐阜 800 せ 20-64 平成 21 年 12 月  トヨタ 

その他 岐阜 41 ま 23-21 平成 14 年 10 月  スズキ 
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基準消防力と現有消防力の比較 
 
 ■ ■ ■ 

 

｢消防力の比較｣は､市町村が火災の予防､警戒及び鎮圧､救急業務並びに人命の救助等を確実に

遂行し､当該市町村の区域における消防の責任を十分に果たすために必要な施設及び人員につい

て定めたものです｡ 

(平成２９年４月１日現在) 

区      分 基 準 現 有 数 

署 所 2 2 

消 防 吏 員 126 70 

消防ポンプ自動車 4 (5) 

は し ご 自 動 車 1 0 

化 学 自 動 車 1 1 

救 急 自 動 車 3 (4) 

救 助 工 作 車 1 1 

消 防 水 利 1,483 1,958 

※ 消防吏員については､車両の現有台数に対する基準人員 

※ ( )については予備車を含んだ数 

 

 

 

 
 

現場指揮車  
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救 助 資 機 材 保 有 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

（平成２９年４月１日現在） 

 品     名 数量  品     名 数量 

一
般
救
助
用
器
具

 

かぎ付はしご 5 

呼
吸
保
護
用
器
具

 

空気呼吸器 36 

金属製折畳梯子（ワイヤー梯子） 1 空気補充用ボンベ 87 

救命索発射銃（空気式） 1 防塵マスク 80 

平担架 4 送排風機 2 

三連梯子 7 酸素呼吸器 2 

空気式救助マット 3 簡易呼吸器 3 

サバイバースリング（縛帯含む） 10 放射線防護服 2 

  

隊
員
保
護
用
用
具

 
耐電手袋 5 

  耐電衣 2 

重
量
物
排
除
用
器
具

 

油圧ジャッキ 6 耐電長靴（ズボン含む） 2 

可搬ウィンチ 5 防塵メガネ 4 

マンホール救助器具 2 携帯警報器 25 

救助用簡易起重機 1 防毒マスク 19 

マット型空気ジャッキ 2 化学防護服 89 

大型油圧スプレッダ― 2 陽圧式化学防護服 5 

救助用支柱器具 1 耐熱服 6 

油圧スプレッダー 1 電子線量計 13 

  特殊ヘルメット 5 

切
断
用
器
具

 

油圧切断機 2 水
難
救
助
用
器
具

 

救命胴衣 24 

エンジンカッター 5 救命浮環 4 

ガス溶断機 2 救命ボート 2 

チェーンソー 7 船外機 1 

鉄線カッター 12 流水救助器具一式 1 

空気鋸 3 

そ
の
他
の
救
助
用
器
具

 

携帯投光器 12 

大型油圧切断機 2 携帯拡声器 11 

空気切断機 2 携帯無線機 19 
高
度
救
助

 

器
具

 

熱画像直視装置 3 応急処置用セット 9 

画像探索器 1 車両移動器具 4 

破
壊
用
器
具

 

万能斧 8 発電機 20 

ハンマー 5 緩降機 1 

携帯用コンクリート破壊器具 1 ロープ登降機 3 

ハンマドリル 1 投光器一式 2 

削岩機 1 山
岳
救
助
用
器
具

 

バスケット型担架 1 
検
知
・
測
定
用

 

 
 

器
具

 

可燃性ガス・有毒ガス・酸素濃度測定器 6 山岳救助用器具一式 1 

放射線測定器 5   

    



 

26 

 

消 防 水 利 の 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

消防水利には､消火栓・防火水槽・池・河川等があります。 

消防水利の充実は､機械器具の増強とともに消火活動にとって欠くことのできないことであり､

整備については計画的に新設するとともに､維持管理に努めています。 

消防水利は､市街地又は準市街地の中で工業地域及び商業地域にあっては､１００メートル以

下に､その他の地域にあっては､１２０メートル以下に設置するよう基準で定められています。 

（平成２９年４月１日現在） 

計 

消 火 栓 防 火 水 槽 

公設 
(基準適合) 

私設 
(基準適合) 

小計 
(基準適合) 

60 ㌧以上

100㌧未満 

40 ㌧以上

60㌧未満 

20 ㌧以上

40㌧未満 
小計 

1,958 
1,701 

(1,022) 

3 

（3） 

1,704 

(1,025) 

8 125 

121 254 

(基準適合) 

 

消火栓・防火水槽の町別設置状況        （平成２９年４月１日現在） 

 地上式消火栓 

地下式消火栓 
60 ㌧以上 

40 ㌧以上 

60 ㌧未満 

20 ㌧以上 

40 ㌧未満 
小計 

土岐津 
64（41） 

2 22（6） 11（2） 331 
232（136） 

泉 
142（86） 

4 22 8 568 
392（265） 

肥田 
20（16） 

0 10 14 174 
130（67） 

下石 
26（19） 

0 31（8） 16 233 
160（84） 

妻木 
12（7） 

0 8 16 183 
147（101） 

駄知 
17（10） 

1 16 15 251 
202（111） 

鶴里 
7（5） 

0 11 24 124 
82（40） 

曽木 
0（0） 

1（1） 5 17 94 
71（37） 

計 
288（184） 

8 125 121 1,958 
1,416（841） 

※１ 消火栓の（ ）内は基準適合数を示す。 

※２ 防火水槽数の（ ）内は私設数を示す。 

※防火水槽：２０t以下を含めると２７４基 
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予 防    
 

 

防 火 対 象 物 数 の 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

（平成２９年３月３１日現在） 

区 分  
業 態 

防火対象物数 地区別防火対象物数 

 
5 階 
未満 

5階 
以上 

土 
岐 
津 

下 
石 

妻 
木 

鶴 
里 

曽 
木 

駄 
知 

肥 
田 

泉 

1 
イ 映画館・劇場等 2 2  1 1       

ロ 集会場・公会堂等 56 55 1 16 6 4 1 1 3 6 19 

2 

イ キャバレー等 1 1         1 

ロ 遊技場・ダンス場等 5 5  1      1 3 

ハ 
性風俗関連特殊営
業 

           

ニ 
カラオケボックス
等 

1 1         1 

3 
イ 料理店等 2 2  1     1   

ロ 飲食店等 38 38  5 5 7 2  3 3 13 

4 百貨店等 62 61 1 12 9 2   4 11 24 

5 
イ 旅館・ホテル等 20 17 3 1 2  11  1  5 

ロ 共同住宅・寄宿舎等 85 67 18 21 8 6   11 4 35 

6 

イ 病院・診療所 20 18 2 1 1 5   1 4 8 

ロ 
主に入居を伴う 
老人福祉施設 

24 22 2  2 1   3 3 15 

ハ 
主に通所を伴う 
老人福祉施設 

43 43  6 3 2 1  3 12 16 

ニ 幼稚園・養護学校等 12 12  1 1 1   1 1 7 

7 学校等 73 71 2 16 8 8 5  4 9 23 

8 図書館等 4 4  1     1  2 

9 
イ 熱気浴場等            

ロ 公衆浴場等 1 1  1        

10 車両の停車場            

11 神社・寺院等 24 24  5 1 3  1 3 3 8 

12 
イ 工場・作業場 488 487 1 74 76 60 48 17 82 45 86 

ロ 映画スタジオ            

13 
イ 車庫・駐車場 15 14 1 5 1 1 1  2 1 4 

ロ 飛行機格納庫            

14 倉庫 224 224  36 28 26 6 1 24 16 87 

15 事業所等 76 73 3 15 27 1 2  7 4 20 

16 
イ 特定複合建物 110 102 8 37 4 5 1 1 4 12 46 

ロ 上記以外 10 8 2  1 1    2 6 

16 の 2 地下街            

16 の 3 準地下街            

17 文化財等            

合   計 1,396 1,352 44 256 184 133 78 21 158 137 429 
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消 防 同 意 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

消防機関は､防火の専門家であり､消火活動はもちろんのこと､火災予防行政も行い建築物につ

いて計画､設計の段階から防火の面で関与することで、実効のある予防行政が可能になります。 

建築物の完成後に､予防査察等により実態を把握することで行政指導も可能ですが､それでは､

建築物の所有者に多大な損失をもたらすことになるため､建築物の設計の段階で消防機関が防火

の面からチェックすることが必要となります。 

（平成２８年度受付分） 

区 分 同意件数 

  

不同意件数 
指導あり 指導無し 

新築 41 27 14  

増築 8 5 3  

その他     

合計 49 32 17 0 
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消防用設備等点検報告実施状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

消防用設備等を設置することが消防法で義務付けられている防火対象物の関係者は、設置され

た消防用設備等を定期的に点検し､その結果を報告しなければなりません。 

消防用設備等は､いついかなる場合に火災が発生しても確実に作動するよう、日頃の維持管理

が十分に行われることが必要です。 

 

（平成２９年３月３１日現在） 

区 分 

 

業 態 

点検を要する防火対象物 報告済防火対象物 

総数 
1,000 ㎡ 

未満 

1,000 ㎡ 

以上 
総数 

1,000 ㎡ 

未満 

1,000 ㎡ 

以上 

1 
イ 映画館・劇場等 2 1 1 2 1 1 

ロ 集会場・公会堂等 56 47 9 30 21 9 

2 

イ キャバレー等 1 1     

ロ 遊技場・ダンス場 5 1 4 4  4 

ハ 性風俗関連特殊営業       

ニ カラオケボックス等 1 1  1 1  

3 
イ 料理店等 2 2     

ロ 飲食店等 38 38  17 17  

4 百貨店･店舗等 62 41 21 40 25 15 

5 
イ 旅館・ホテル等 20 12 8 12 5 7 

ロ 共同住宅・寄宿舎等 85 46 39 33 13 20 

6 

イ 病院・診療所 20 17 3 12 10 2 

ロ 
主に入居を伴う老人福祉施

設 
24 18 6 19 13 6 

ハ 
主に通所を伴う老人福祉施

設 
43 39 4 33 30 3 

ニ 幼稚園・養護学校等 12 7 5 4 3 1 

7 学校等 73 32 41 58 22 36 

8 図書館等 4  4 2  2 

9 
イ 熱気浴場等       

ロ 公衆浴場等 1  1 1  1 

10 車両の停車場       

11 神社・寺院等 24 24  6 6  

12 
イ 工場・作業場 488 264 224 108 49 59 

ロ 映画スタジオ       

13 
イ 車庫・駐車場 15 12 3 6 4 2 

ロ 飛行機格納庫       

14 倉庫 224 114 110 44 22 22 

15 事業所等 76 34 42 49 19 30 

16 
イ 特定複合建物 110 63 47 61 25 36 

ロ 上記以外 10 6 4 1  1 

16 の 2 地下街       

16 の 3 準地下街       

17 文化財等       

合    計 1,396 820 576 543 286 257 
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防火対象物の防火管理者選任状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

（平成２９年３月３１日現在） 

区 分 

業 態 

甲種防火対象物 乙種防火対象物 

防火 

対象物数 

防火管理

者届出済 

消防計画 

届出済 

防火 

対象物数 

防火管理

者届出済 

消防計画 

届出済 

1 
イ 映画館・劇場等 1 1 1    

ロ 集会場・公会堂等 16 16 15 33 19 18 

2 

イ キャバレー等    1 1 1 

ロ 遊技場・ダンス場 4 4 3    

ハ 性風俗関連特殊営業       

ニ カラオケボックス等    1 1 1 

3 
イ 料理店等 1 1 1 1   

ロ 飲食店等 11 10 10 26 25 24 

4 百貨店等 35 32 31 23 16 14 

5 
イ 旅館・ホテル等 11 11 10 1 1 1 

ロ 共同住宅・寄宿舎等 22 13 12    

6 

イ 病院・診療所 8 8 8 1 1 1 

ロ 主に入居を伴う 

老人福祉施設 
20 20 20    

ハ 主に通所を伴う 

老人福祉施設 
30 29 29 5 5 5 

ニ 幼稚園・養護学校等 8 8 8    

7 学校等 21 20 20    

8 図書館等 4 3 3    

9 
イ 熱気浴場等       

ロ 公衆浴場等 1 1 1    

10 車両の停車場       

11 神社・寺院等 14 14 13    

12 
イ 工場・作業場 33 29 27    

ロ 映画スタジオ       

13 
イ 車庫・駐車場       

ロ 飛行機格納庫       

14 倉庫 7 7 7    

15 事業所等 19 18 17    

16 
イ 特定複合建物 75 64 57 8 6 5 

ロ 上記以外 6 6 6    

16 の 2 地下街       

16 の 3 準地下街       

17 文化財等       

合     計 347 315 299 100 75 70 
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予 防 事 務 処 理 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

（平成２８年度受付分） 

種 別 

件 数 地区別件数 

計 

土 

岐 

津 

下 

石 

妻 

木 

鶴 

里 

曽 

木 

駄 

知 

肥 

田 
泉 

消
防
法
関
係

 

防火管理者選解任の届出 100 20 13 9 4 2 7 11 34 

消防計画作成（変更）の届出 135 24 19 9 2 3 8 18 52 

消防用設備点検 

結果報告の届出 

1,000 ㎡未満 286 48 42 19 21 3 5 36 112 

1,000 ㎡以上 257 58 45 18 23 1 17 18 77 

消防用設備等着工届出 82 11 8 1 13  9 6 34 

消防用設備等設置届出 127 30 16 6 17 1 6 6 45 

液化石油ガス貯蔵取扱の届出 42 10 2 4 1 4 2 5 14 

圧縮アセチレンガス貯蔵の届出 0         

その他消防活動阻害物質貯蔵の届出 0         

火
災
予
防
条
例
関
係

 

防火対象物使用開始の届出 55 6 3 8 3 3 2 4 26 

炉・厨房・ボイラーの設置届出 48 3 1 4 17  2 5 16 

禁止行為解除申請 31 29      1 1 

変電・発電・蓄電設備の届出 40 4 6 3 5  3 7 12 

ネオン管灯設備の届出 0         

水素ガスを充填する気球の設置届出 0         

火災とまぎらわしい煙等の届出 78 16 10 12 10  2 9 19 

露店等の開設の届出 87 34 10 7 2 5 8 6 15 

煙火の打ち上げ・仕掛けの届出 24 9 4  2 3 1 4 1 

劇場以外の催し物の届出 5 5        

少量危険物貯蔵取扱（廃止）の届出 39 5 2 6 7  6 5 8 

指定可燃物貯蔵（廃止）の届出 6 2      3 1 

少量タンク水張り・水圧検査の申請 0         

合   計 1,442 314 181 106 127 25 78 144 467 
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危険物施設数及び予防査察実施状況 
 
 ■ ■ ■ 

（平成２９年３月３１日現在） 

区 分 

施設数 地区別施設数 

検査実施 

施設数 計 

土 

岐 

津 

下 

石 

妻 

木 

鶴 

里 

曽 

木 

駄 

知 

肥 

田 
泉 

製造所 2   1     1 1 

貯
蔵
所

 

屋内貯蔵所 20 3 4 1 3    9 14 

屋外タンク貯蔵所 71 10 4 18 9 2 7 5 16 51 

屋内タンク貯蔵所 41 4 5 11 3 2 10 3 3 18 

地下タンク貯蔵所 41 11 7 4 5  3 2 9 28 

簡易タンク貯蔵所 1   1      1 

移動タンク貯蔵所 27 12 5 2 2 2  1 3 24 

屋外貯蔵所 2 1       1 1 

取
扱
所

 

給油取扱所 38 9 5 2 5 1 6 4 6 36 

第一種販売取扱所 0         0 

第二種販売取扱所 1        1 1 

移送取扱所 0         0 

一般取扱所 49 9 6 8 7 1 1 3 14 37 

合計 293 59 36 48 34 8 27 18 63 212 

 

危険物施設許可・届出状況 
 
 ■ ■ ■ 

（平成２８年度受付分） 

区  分 

許可 完
成
検
査
前

検
査

 

完成検査 許可 
廃
止
届

 

休
止
届

 

譲
渡
引
渡
届

 

品
名
数
量
等

変
更
届

 

保
安
監
督
者

選
解
任

 

予
防
規
程

 

資
料
提
出

 

設

置 

変

更 

設

置 

変

更 

仮

貯

蔵 

仮

取

扱 

仮

使

用 

製造所  4   3   4        

貯
蔵
所

 

屋内貯蔵所 1   2         3  2 

屋外タンク貯蔵所  7   7     1   6  2 

屋内タンク貯蔵所         1      2 

地下タンク貯蔵所  2   2   1 1   1 1  14 

簡易タンク貯蔵所                

移動タンク貯蔵所               3 

屋外貯蔵所                

取
扱
所

 

給油取扱所  2  1 2   2 1 1   5 4 9 

第一種販売取扱所                

第二種販売取扱所                

移送取扱所                

一般取扱所 1 2  1 2        2  4 

合  計 2 17 0 4 16 0 0 7 3 2 0 1 17 4 36 
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高圧ガス製造施設等施設数 
   

 ■ ■ ■ 

 （平成２９年３月３１日現在） 

 施設数 

第 1種 

製造所 

一般則適用事業所 7 

液石則適用事業所 10 

一般則及び液石則適用事業所  

冷凍 1 

第２種 

製造所 

一般則適用事業所 8 

液石則適用事業所  

一般則及び液石則適用事業所  

冷凍 13 

第１種 

貯蔵所 

一般則適用事業所  

液石則適用事業所 9 

一般則及び液石則適用事業所 1 

第２種 

貯蔵所 

一般則適用事業所 6 

液石則適用事業所 1 

一般則及び液石則適用事業

所 
2 

特定高圧ガス 

消費者 

一般則適用事業所 2 

液石則適用事業所 13 

一般則及び液石則適用事業所 1 

高圧ガス 

販売業者 

一般則適用事業所 33 

液石則適用事業所 19 

一般則及び液石則適用事業

所 
7 

冷凍  

工業用液化石油ガス 338 
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高圧ガス保安法関係許可・届出等の状況 
 
 ■ ■ ■ 

（平成２８年度受付分） 

種 別 件 数 種 別 件 数 

高圧ガス製造施設許可申請書 1 高圧ガス保安統括者代理者届書  

高圧ガス製造開始届  高圧ガス保安技術管理者等届書  

高圧ガス製造事業届書 4 高圧ガス製造施設等変更届書（名称等） 3 

高圧ガス製造施設等変更許可申請書 3 高圧ガス保安主任者等届書  

高圧ガス製造施設軽微変更届書 4 保安監督者届書 3 

高圧ガス製造施設等変更届書  冷凍保安責任者届書  

高圧ガス製造施設完成検査申請書 4 冷凍保安責任者代理者届書  

保安検査申請書 6 特定高圧ガス消費届書  

高圧ガス保安協会保安検査受検届書  特定高圧ガス消費者承継届書  

指定保安検査機関保安検査受検届書 4 特定高圧ガス消費施設等変更届書 1 

保安検査結果報告書 4 特定高圧ガス消費廃止届書  

製造事業承継届書  特定高圧ガス取扱主任者届書  

高圧ガス製造廃止届書 1 高圧ガス販売事業届書  

高圧ガス製造施設休止届書  高圧ガス販売事業変更届書  

第 1種貯蔵所設置許可申請書  高圧ガス販売事業承継届書  

第 1 種貯蔵所位置等変更許可申請書  販売に係る高圧ガスの種類変更届書  

第 1種貯蔵所軽微変更届書 1 高 圧 ガ ス 販 売 事 業 廃 止 届 書 1 

第 1種貯蔵所完成検査申請書  高圧ガス販売主任者届書 4 

第 1種貯蔵所承継届書  工業用液化石油ガス消費届書 10 

第 2種貯蔵所設置届 2 工業用液化石油ガス消費施設変更届書 13 

第 2種貯蔵所位置等変更届書  事故届書  

貯蔵所廃止届書    

危害予防規程届書 1   

高圧ガス保安統括者届書  合   計 70 
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液化石油ガス法適用事業所数 
 
 ■ ■ ■ 

                   （平成２９年３月３１日現在） 

 施設数 

液化石油 

ガス販売 

事業所 

販売事業者 18 

うち所管区域外にも 
販売店を有する事業者 

4 

販 売 所 18 

うち所管区域外に 
設置された販売所 

4 

保安機関 

保安機関事業者 16 

うち所管区域外にも 
事業所を設置する保安機関 

3 

保安機関事業所 16 

うち所管区域外に 
設置された事業所 

3 

充てん設備 
充てん事業者 4 

充てん設備 5 

特定液化石油ガス設備工事事業者 25 

 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する 
法律関係許可・届出等の状況 

 
 ■ ■ ■ 

（平成２８年度受付分） 

種 別 件数 種 別 件数 

液化石油ガス販売事業登録申請書  貯蔵施設等変更許可申請書  

液化石油ガス販売所等変更届書  貯蔵施設等変更届書  

液化石油ガス販売事業承継届書  貯蔵施設等完成検査申請書  

登録行政庁変更届書  貯蔵施設等完成検査受検届書  

液化石油ガス販売事業廃止届書  貯蔵施設等完成検査結果報告書  

業務主任者等選任（解任）届書 1 充てん設備許可申請書  

液化石油ガス販売事業報告 6 充てん設備変更許可申請書  

保安業務実施状況報告 5 充てん設備変更届書 2 

保安機関認定申請書  充てん設備完成検査申請書  

保安業務計画書  充てん設備保安検査申請書  

保安機関認定更新申請書  充てん設備保安検査受検届書 6 

一般消費者等の数の増加認可申請書  充てん設備保安検査結果報告書 5 

一般消費者等の数の減少届書  液化石油ガス充てん事業報告 1 

保安業務規程認可申請書  液化石油ガス設備工事届書  

保安業務規程変更認可申請書  特定液化石油ガス設備工事事業開始届書  

認定行政庁変更届書  特定液化石油ガス設備工事事業変更届書 3 

保安機関変更届書  特定液化石油ガス設備工事事業廃止届書 2 

保安機関承継届書  事故届書  

保安業務廃止届書    

貯蔵施設等設置許可申請書  合   計 31 
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火薬類事業数 
  
 ■ ■ ■ 

 （平成２９年３月３１日現在） 

根拠法令 

（火薬取締法） 
施設数 

製造所  

火薬庫（実包） １ 

庫外貯蔵所  

販売業者（実包） １ 

販売業者（紙雷管） 3 

 

火薬取締法関係許可・届出等の状況 
 
 ■ ■ ■ 

（平成２８年度受付分） 

種 別 件 数 

火薬庫設置等許可申請書  

火薬庫完成検査申請書  

火薬庫軽微変更届書  

貯蔵火薬類等変更届書  

火薬庫設置許可申請書等記載事項変更報告書  

火薬庫承継届書  

火薬庫保安検査申請書 1 

定期自主検査報告書 2 

定期自主検査計画（報告）届書 1 

火薬庫貯蔵数量報告書 1 

火薬庫用途廃止届書  

火薬類取扱保安責任者選任（解任）届書  

火薬類譲受消費許可申請書  

火薬類譲渡許可申請書  

火薬類（煙火）消費許可申請書 6 

保安教育計画認可申請書  

火薬類消費数量報告書  

火薬類販売営業許可申請書  

火薬類販売数量報告書 1 

火薬類販売営業廃止届書  

合    計 12 
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消 防 広 報  
 
 ■ ■ ■ 

 

 

火災のほとんどは､ちょっとした不注意によって発生しており､火災の防止は何と言っても市

民の一人ひとりが常に防火意識を持つことが最も必要です。 

このような観点から､消防の広報活動については市民参加の防火をモットーに火災のない「強

いまちづくり」を目指して広報活動の充実に努めています。 

 

 

主 な 広 報 活 動 
 

 

1. 火災予防運動   

 

春・秋の２回実施される全国一斉の火災予防運動を中心として､文化財防火デー､車両及び山林

防火運動を市内全域に展開し､一般市民をはじめ各事業所に防火を呼びかけています。 

 

文化財防火デー １月２６日 

春季火災予防運動 ３月１日～３月７日 

車両・山林火災予防運動 ３月１日～３月７日 

秋季火災予防運動 １１月９日～１１月１５日 

 

 

 

2. 危険物安全週間（毎年６月第２日曜日から１週間） 

 

危険物の保安に関する意識の高揚及び啓蒙を推進することにより､各事業所における自主

保安体制の確立を図っています。 

 

 

 

3. 高圧ガス保安活動促進週間（毎年１０月２３日～１０月２９日） 

 

  高圧ガス（一般消費者等が使用する液化石油ガスも含む）の保安意識の高揚及び保安活動の

促進を図っています。 

 

 

 

4. 広報活動の状況 

 

一般市民､事業所などに対し積極的に広報活動を実施して､火災のない「強いまちづくり運動」

を展開しています。 
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通 信    
 

 

消防無線及び火災通報施設の状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

(平成２９年４月１日現在) 

署所別 

区 分 
消防本部 北消防署 南消防署 

濃南 

分駐所 

土岐消防 

愛岐ﾄﾝﾈﾙ 
合計 

基地局   10Ｗ  1 1 1 1 4 

移
動
局

 

車載型 10Ｗ 5 8 7 1  21 

車載型 5Ｗ      0 

可搬型 10Ｗ 1 1 1 1  4 

携帯型 

10Ｗ      0 

5Ｗ  10 8 1  19 

1Ｗ      0 

有
線
電
話

 

火災専用電話  4    4 

ＩＰ119 専用回線  4    4 

携帯 119 専用電話  4    4 

高速道路専用電話  1    1 

専用ファクシミリ 1 2 1 1  5 

一般加入電話 3 8 2 1  14 

福祉ファクシミリ  1    1 

 

 

緊 急 通 報 着 信 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

 

平成 28年 
火
災

 

救
急

 

救
助

 

火
災
救
急

 

救
助
以
外

 

い
た
ず
ら

 

間
違
い

 

問
合
せ

 

そ
の
他

 

誤
報

 

試
験

 

総
合
計

 

専用 119 20 755 6 14 21 38 83 154 43 291 1,425 

緊急通報  40  2 1 19  4 7 32 105 

ペンダント  25  5 1 8  2 10 61 112 

3799  32         32 

一般加入 6 207 1 23       237 

IP 電話 5 688 2 6 1 12 37 17  29 797 

携帯電話 24 775 22 15 4 49 55 13 17 25 999 

高速専用 1 1  1       3 

計 56 2,523 31 66 28 126 175 190 77 438 3,710 
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緊急通報システム受信状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

 

月別 

区分 
1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

緊
急
ボ
タ
ン

 

災害             0 

救急 5 4 3 3 3 4 3 6 2 3  4 40 

誤報 2 2  2 3 1 3 2 2 4  5 26 

ペ
ン
ダ
ン
ト

 

災害             0 

救急 2 2 1   1   2 1  16 25 

誤報 

間違い 
 1  1 3 3 1 1 2  3 3 18 

 

 

 

救急医療情報システム案内状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

 

月別 

科目 
1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

内科 103 208 120 71 80 41 75 71 67 66 54 134 1,090 

小児科 39 55 28 33 24 19 46 40 31 29 43 55 442 

外科 11 11 17 20 24 9 19 12 9 18 8 18 176 

整形外科 12 7 13 13 17 14 11 13 10 9 13 16 148 

産婦人科   1 1      1  2 5 

眼科 3 1  2 6 2 3 3 5  2 3 30 

耳鼻咽喉科 5 2 7 6 7 3 3 6 1 2 7 5 54 

皮膚科 1 1 2 3 6 1 1 6 4 9 2 7 43 

泌尿器科 4   3   1 5 1  2 2 18 

脳神経外科 1  1       1  2 5 

呼吸器科 1 1   1 1  2  1   7 

呼吸器外科             0 

消化器系 1    2 1 2     1 7 

循環器科  1   3   3 1  2  10 

心臓外科             0 

その他 10 2 8 8 17 6 12 11 12 4 4 9 103 

合計 191 289 197 160 187 97 173 172 141 140 137 254 2,138 
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火災・救急・救助    
 

 

５ 年 間 の 火 災 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

 

平成２８年中における市内での火災件数は２８件で、平成２７年と比べると９件の増加とな

り、建物火災の件数も増加しています。火災による損害額は、２４，４１０千円減少しました。 

火災種別ごとに見ると、建物火災が１６件で最も多く発生し、林野火災１件、車両火災５件、

その他の火災が６件発生しました。 

 

年 

区分 
平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 

火
災
種
別

 

合計 25 33 25 19 28 

建物火災（うち爆発） 16(1) 15 12 10 16 

林野火災 1 5 1  1 

車両火災 1 5 3 4 5 

その他の火災 7 8 9 5 6 

建物焼損床面積(㎡) 2,789 1,347 452 16 855 

林野焼損面積(a)  132 41  1 

建
物
焼
損
棟
数

 

全焼 7 9 5 1 8 

半焼 4 2 1  1 

部分焼（ぼや含む） 14 17 7 9 17 

合計（うち爆発） 25 28 13 10 26 

罹災世帯 13 21 8 6 21 

罹災人員 31 54 18 13 46 

死傷者 
死者 2 1 1 1 1 

負傷者 3 1 1 3 5 

損
害
額

(

千
円

) 

建物火災 115,401 41,870 12,100 90,258 59,849 

林野火災  2    

車両火災 133 3,049 83 1,008 7,007 

その他の火災 8 4 660   

合計 115,542 44,925 12,843 91,266 66,856 

人口一万人当たりの出火率 4.1 5.4 4.2 3.1 4.7 
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出 火 原 因 別 火 災 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

 

原因 

月別 
たばこ こんろ ストーブ たき火 放火 火入れ その他 不明・調査中 

1 月      1   

2 月    1  1 1 1 

3 月       2 2 

4 月       1 3 

5 月  1     2  

6 月       1 2 

7 月       1  

8 月      1  2 

9 月         

10 月  1     1  

11 月       1  

12 月       1 1 

計  2  1  3 11 11 

月 別 火 災 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

区分 

 

月別 

建物火災 林野火災 車両火災 その他の火災 
建物焼損 

床面積(㎡) 
林野焼損 

面積(a) 

損害額 

(千円) 

全
焼

 
半
焼

 

部分焼 

ぼやを含 

爆
発

 

1 月  1    1      

2 月 1  2 1 50  7,156 1  1  

3 月 2   2 101  2,693 1  3  

4 月 1  2 1   191   1  

5 月 3    169  13,106 2  3  

6 月 3    161  23,208 1 1 4  

7 月   1    511     

8 月 1   2 303  13,145 2    

9 月            

10 月 2    7  774   2  

11 月 1    63  5,389 1  1  

12 月 2    1  683   2  

合計 16 1 5 6 855 1 66,856 8 1 17  



 

42 

 

地 区 別 火 災 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

 

町別 

月別 
土岐津町 下石町 妻木町 鶴里町 曽木町 駄知町 肥田町 泉町 

1月   1      

2 月 1  1    1 1 

3 月 1     1  2 

4 月  1 1 1    1 

5 月 1  1     1 

6 月  1    1  1 

7 月        1 

8 月   2 1     

9 月         

10 月   1     1 

11 月   1      

12 月  1     1  

計 3 3 8 2  2 2 8 

 

 

地 区 別 損 害 額  
 
 ■ ■ ■ 

(単位 千円) 

町別 

月別 
土岐津町 下石町 妻木町 鶴里町 曽木町 駄知町 肥田町 泉町 

1月         

2 月   94    851 6,211 

3 月      309  2,384 

4 月  12  179     

5 月 12,321  4     781 

6 月  18,035      5,173 

7 月        511 

8 月    13,145     

9 月         

10 月   755     19 

11 月   5,389      

12 月  632     51  

計 12,321 18,679 6,242 13,324  309 902 15,079 
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５年間の救急出動件数 
 
 ■ ■ ■ 

 

平成２８年における救急件数は２，５７０件で平成２７年の２，４１２件と比較して、１５

８件の増加となり、これは１日平均約７回出動したことになります。 

搬送人員は２，４４６人で市民約２４人に１人の割合で救急搬送されていることになります。 

 

年 

区分 
平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 

火災 8 17 10 4 12 

自然災害      

水難  1   1 

交通事故 214 238 211 196 163 

労働災害 55 66 82 80 87 

運動競技 16 19 13 23 20 

一般負傷 365 353 369 342 407 

加害 6 5 5 7 7 

自損行為 25 27 16 22 20 

急病 1,457 1,479 1,487 1,491 1,596 

その他 193 187 242 247 257 

合計 2,339 2,392 2,435 2,412 2,570 

 

 

 

2,339

2,392

2,435
2,412

2,570

2,200

2,250

2,300

2,350

2,400

2,450

2,500

2,550

2,600

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

5年間の救急件数
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月 別 救 急 件 数  

 
 ■ ■ ■ 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別救急件数

月別 

種別 
1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

火災  1 2 1 1 2 1 1   1 2 12 

自然災害             0 

水難            1 1 

交通事故 18 10 6 12 14 13 8 19 11 21 16 15 163 

労働災害 7 8 2 2 8 6 13 8 8 7 8 10 87 

運動競技   1 2  3 10 2 1  1  20 

一般負傷 28 29 35 35 37 27 32 31 29 32 40 52 407 

加害  1 2  1    2 1   7 

自損行為  2 2 1  1 5 4   4 1 20 

急病 168 120 149 132 124 104 146 127 139 105 141 141 1,596 

その他 19 29 20 21 23 26 17 16 28 16 19 23 257 

計 240 200 219 206 208 182 232 208 218 182 230 245 2,570 
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地 区 別 救 急 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

 

 

 
 

曜 日 別 救 急 件 数  
 
 ■ ■ ■ 

 

曜日 
月別 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1月 36 25 29 27 39 42 42 

2 月 26 36 23 22 25 35 33 

3 月 26 29 36 34 35 24 35 

4 月 26 21 25 31 30 30 43 

5 月 28 36 33 30 23 28 30 

6 月 18 21 36 30 30 33 14 

7 月 42 38 24 28 24 37 39 

8 月 24 27 28 31 33 37 28 

9 月 25 24 22 39 30 40 38 

10 月 33 34 27 24 20 18 26 

11 月 34 39 36 35 24 31 31 

12 月 23 34 36 29 31 48 44 

計 341 364 355 360 344 403 403 

 

  

町別 

月別 
土岐津町 下石町 妻木町 鶴里町 曽木町 駄知町 肥田町 泉町 管外 

1月 39 29 22 5 6 22 40 76 1 

2 月 42 19 18 3 2 20 24 71 1 

3 月 48 19 17 7 4 24 24 76  

4 月 42 23 20 11  25 15 70  

5 月 43 20 25 2 2 27 18 70 1 

6 月 40 12 19 4 2 24 30 50 1 

7 月 37 35 24 7 6 27 28 68  

8 月 48 19 21 6 3 23 17 70 1 

9 月 35 23 20 6 3 22 30 77 2 

10 月 33 18 19 3 4 22 29 52 2 

11 月 38 26 26 8 5 23 30 74  

12 月 49 30 23 9 3 23 31 74 3 

計 494 273 254 71 40 282 316 828 12 
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年 齢 別 搬 送 人 員  
 
 ■ ■ ■ 

 

月別 
年齢別 

1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

0～4歳 4 5 5 7 10 4 9 6 9 5 8 10 82 

5～9歳  4 7 5 2  3 3 2 2  3 31 

10～19 歳 9 4 9 5 10 5 16 11 8 7 6 2 92 

20～29 歳 9 3 3 5 11 7 9 6 5 6 8 8 80 

30～39 歳 8 11 8 6 10 2 10 10 7 4 9 6 91 

40～49 歳 15 11 10 13 9 20 15 20 17 5 17 13 165 

50～59 歳 12 14 12 7 18 14 14 10 20 17 16 14 168 

60～64 歳 13 8 7 15 9 7 13 7 11 10 12 14 126 

65～74 歳 27 30 32 34 34 25 34 23 37 35 35 37 383 

75～84 歳 80 55 56 45 51 53 45 63 45 51 56 71 671 

85～94 歳 40 39 42 34 31 37 47 37 46 23 44 48 468 

95 歳以上 14 4 12 14 5  7 8 6 6 8 5 89 

計 231 188 203 190 200 174 222 204 213 171 219 231 2,446 

 

 

 

性 別 搬 送 人 員  
 
 ■ ■ ■ 

 

月別 
性別 

1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

男 129 94 105 92 103 90 115 103 117 85 125 117 1,275 

女 102 94 98 98 97 84 107 101 96 86 94 114 1,171 

計 231 188 203 190 200 174 222 204 213 171 219 231 2,446 
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応急手当普及啓発活動の実施状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

救急救命士法の制定により救急隊員の行う応急処置が拡大し、救命率も徐々に上がっています

が、現在救急現場において、市民による救命処置があまり実施されていないのが現状です。倒れ

た人の近くにいる人が直ちに応急処置を行うことで救命が図られ、救命率も向上します。 

そのため市民、消防、病院の連携による救命の環の確立を目的として、市民に対する応急手当

普及啓発活動の推進を図っています。 

区分 

 

 年 

普通救命講習 上級救命講習 その他の講習 
応急手当 

指導員/普及員講習 

回数 受講人員 回数 受講人員 回数 受講人員 回数 受講人員 

平成２４年 50 1,135 2 73 36 950 1 17 

平成２５年 39 1,003 2 42 39 944   

平成２６年 53 1,260 2 69 55 1,260   

平成２７年 41 1,045 2 49 50 982   

平成２８年 40 827 2 48 61 1,417 3 8 

 

 
救急の講習会実施状況  
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５年間の救助活動状況 
 
 ■ ■ ■ 

 

 

救助活動を伴う災害・事故は、火災、交通事故、水難事故、風水害、機械による事故、建物等

による事故、その他の事故等があり、これらの事故に対しては、事故の内容や状態に応じた救助

活動の原則を熟知していなければ、適切な救助はできません。救助隊に救助を求めるということ

は、特別な事故が発生し、悪条件下に要救助者がさらされ、一般の人々では救出できない場合と

考えられます。 

これらの災害に対応するため、救助訓練を毎月実施し救助技術の向上に努めるとともに、救助

資機材の整備を図っています。 

 

 

年 

区分 
平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 

出動件数 24 26 28 26 31 

火災     1 

交通事故 13 18 18 23 17 

水難事故  1 1  1 

自然災害 1     

機械事故  1 1 1 2 

建物事故   1   

その他 10 6 7 2 10 

活動件数 14 13 13 12 19 

救助人員 15 13 14 16 19 
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気象統計    
 

 

土 岐 市 の 気 象 状 況  
 
 ■ ■ ■ 

 

気象情報は、災害の予防や拡大を防止するという観点で非常に大きな意味を持っています。例

えば、風の向きや強さは人員の投入や配置を決める重要な要素となり得ます。また、蓄積された

過去の気象データを元に、経験値による災害予測やシミュレーションにも役立てることができま

す。 

気象概況にあっては午前９時の天気を集計しています。 

 

平成 28年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

気
温
の
推
移

 

最高（℃） 14.7 20.2 21.0 25.4 31.7 32.1 35.5 37.9 33.7 29.2 21.2 18.8 － 

最低（℃） -7.6 -6.5 -3.4 -0.2 8.4 8.9 19.5 19.1 15.9 7.2 -0.1 -3.7 － 

平均（℃） 3.2 4.4 8.6 14.3 19.2 21.8 25.9 27.2 24.1 18.1 10.8 6.0 － 

降水量の推移（mm） 71.5 81.0 110.0 138.5 131.0 183.5 134.5 140.5 385.0 146.0 84.5 93.01,699.0

気
象
概
況

 

平均湿度（％） 82.2 76.2 71.9 77.0 78.2 84.9 84.9 83.6 90.8 87.4 86.4 77.0 － 

積雪最大日量（cm） 13            － 

晴 23 19 22 14 15 11 14 21 11 15 18 19 202 

曇 4 8 7 12 13 12 16 9 13 12 11 9 126 

雨 3 2 2 4 3 7 1 1 6 4 1 3 37 

雪 1            1 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 電 話 住    所 

土 岐 市 消 防 本 部 0572-53-0123 
土岐市肥田浅野笠神町 3 丁目 11 番地 

土 岐 市 北 消 防 署 0572-53-0119 

土 岐 市 南 消 防 署 0572-58-0119 土岐市下石町 2034 番地 

土岐市南消防署濃南分駐所 0572-52-0119 土岐市鶴里町細野 29 番地の 91 

 

 

  

   

 

 
 

 

土岐市消防本部 

土岐市肥田浅野笠神町 3 丁目 11 番地 

電話 0572-53-0123 

FAX 0572-55-5406 
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